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第
1
回
通
常
総
代
会

特
集

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙



　
広
島
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
）
の
第
１
回
通
常
総

代
会
を
、
６
月
23
日
に
広
島
市
南

区
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広

島
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
1
5
3
名
の
う
ち

1
4
9
名
（
本
人
出
席
1
1
1

名
、
代
理
出
席
2
名
、
書
面
出
席

36
名
）
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
新

組
合
と
し
て
初
め
て
と
な
る
事
業

計
画
や
収
支
予
算
等
に
つ
い
て
13

議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
農

家
・
組
合
員
と
の
対
話
を
強
化

し
、
事
業
目
標
の
達
成
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
全
国
農
業
共
済
協
会
、
広
島
県
農
林

水
産
局
、
農
林
水
産
省 

中
国
四
国
農
政

局
か
ら
来
賓
を
迎
え
、
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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特 集 第１回 通常総代会開催第１回 通常総代会開催
広島県農業共済組合として新たにスタート広島県農業共済組合として新たにスタート
農家・地域とともに行動するＮＯＳＡＩへ農家・地域とともに行動するＮＯＳＡＩへ

全
13
議
案
を

可
決
承
認

祝
辞
を
い
た
だ
い
た

来
賓

組
合
長
あ
い
さ
つ

議長を務められた
山田 義春 総代

（広島市安佐北区）

渡邉 昭二 組合長理事

全国農業共済協会

竹中 美晴 会長

農林水産省 中国四国農政局
広島地域センター

平 哲也 センター長

提出された議案

第１号議案 平成25年度事業報告書、財産目録、
貸借対照表、損益計算書及び剰余金
処分案並びに不足金処理案について

第8号議案 平成26年度農作物共済特別積立
金の取崩し額について

第9号議案 平成26年度における借入金の最
高限度額について

第11号議案 損害評価会委員及び損害評価会
支所委員の選任について

第12号議案 家畜診療所運営委員の委嘱につ
いて

第13号議案 役員の選任について

第10号議案 平成26年度余裕金預入先決定に
ついて

第4号議案 平成26年度役員報酬、顧問料、損害
評価会委員、損害評価会支所委員、
家畜診療所運営委員、損害評価員及
び共済委員等の手当支給額について

第5号議案 平成26年度農作物共済無事戻金の支
払いについて

第6号議案 平成26年度果樹共済無事戻金の支払
いについて

第7号議案 平成26年度畑作物共済無事戻金
の支払いについて

第2号議案 平成26年度事業計画設定について

第3号議案 平成26年度事務費賦課額及び賦課方法
について

総
代
会
と
は

組
合
員
の
代
表
で
あ
る
総
代
が
、
事
業

計
画
や
予
算
な
ど
の
組
合
運
営
の
意
思

決
定
を
す
る
機
関
で
す
。
通
常
総
代
会

は
事
業
年
度
ご
と
に
１
回
、
組
合
の
理

事
が
招
集
し
ま
す
。

　
本
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
県
内
４
つ

の
農
業
共
済
組
合
と
連
合
会
で
平
成
24

年
３
月
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
、
農
業

共
済
制
度
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的

に
運
営
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し

て
協
議
を
重
ね
、
４
月
１
日
に
県
域
組

合
を
発
足
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
日
、
第
１
回
の
通
常
総
代
会
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え

に
総
代
の
皆
様
を
は
じ
め
、
組
合
員
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の

と
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
政
府
は
、
今
後
10
年
間
で
農
業
・
農

村
の
所
得
を
倍
増
さ
せ
る
と
の
目
標
を

掲
げ
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設
や

経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し
な
ど
の

改
革
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
農
政
改
革
に
加
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
の
行
方
、
更
に
は
、
規
制
改
革
会
議

の
「
農
業
改
革
」
の
提
言
な
ど
、
農

業
・
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
大
き
く
変
動
し
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
農
林
水
産
省
は
、
農
業
経
営

全
体
の
収
入
に
着
目
し
た
収
入
保
険
制

度
の
導
入
を
政
策
課
題
と
位
置
付
け
、

今
年
度
か
ら
「
収
入
保
険
制
度
検
討
調

査
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
現
在
、

全
国
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
に
お
い
て
制

度
設
計
に
必
要
な
調
査
・
分
析
を
進
め

る
な
ど
、
ま
さ
に
農
政
の
転
換
期
を
迎

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
は

近
年
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
集

中
豪
雨
、
台
風
、
豪
雪
な
ど
の
自
然
災

害
に
対
し
、
国
の
農
業
災
害
対
策
の
基

幹
と
し
て
農
家
経
営
を
支
え
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
役
割
は
、

更
に
重
要
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
確
信

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
広
島
県
一
円
を
区
域
と
す
る
新
組
合

と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
本
年
度

は
、
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

が
発
揮
で
き
る
よ
う
事
務
処
理
の
効
率

化
・
合
理
化
に
取
り
組
み
、
組
合
員
の

皆
様
に
均
一
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
５
年
計
画
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
「
信
頼
の
き
ず
な
」

未
来
を
拓
く
運
動
の
最
終
年
次
の
目
標

と
し
て
、
総
共
済
金
額
１
兆
５
４
４
３

億
円
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
を
踏
ま
え
た
適
正
な
業
務
運

営
の
も
と
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
組
合
員
の
皆
様
に
親

し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
組
合
を
目
指
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
か
、
組
合
の
運
営
に
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
た
農
家
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を



新
役
員
紹
介

理事
組合の執行機関
としての役割を
担っています。

監事
組合の業務の執行状況や
財産状況を監査します。

新
た
な
執
行
体
制
で
ス
タ
ー
ト

理　事

（東広島市）
池乃本 道治

理　事

（福山市）
大元 活男

理　事

（廿日市市）
河野 義刀

理　事

（安芸高田市）
櫻井 　昌

理　事

（庄原市）
澁川 玉素

副組合長理事

（東広島市）
立原 俊三

理　事

（呉市）
長本 　憲

理　事

（北広島町）
平田 敏春

理　事

（神石高原町）
福島 道正

理　事

（世羅町）
山口 敦允

理　事

（三次市）
山崎 一男

理　事

（三原市）
山本 重美

組合長理事

（三次市）
渡邉 昭二

監　事

（尾道市）
片山 　博

代表監事

（広島市）
河野 芳徳

監　事

（庄原市）
野﨑 幸雄

　
第
１
回
通
常
総
代
会
で
16

名
の
役
員
が
選
任
さ
れ
、
７

月
１
日
か
ら
新
た
な
執
行
体

制
で
の
組
合
運
営
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
組
合
長
理
事
は
渡
邉
昭
二

氏
、
副
組
合
長
理
事
は
立
原

俊
三
氏
、
代
表
監
事
は
河
野

芳
徳
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
互
選
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
は
、
N
O
S
A
I
広
島
の
事
業
運
営
が

安
定
的
に
行
え
る
組
織
体
制
を
確
立
し
、
外
務
活
動
を

充
実
・
強
化
し
た
、
農
家
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
推
進

を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

　
損
害
評
価
に
つ
い
て
は
、
評
価
技
術
の
向
上
を
図

り
、
被
害
状
況
の
早
期
把
握
に
努
め
て
、
適
正
・
公
平

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
収
入
で
最
も
大
き
い
の
が
、

事
務
費
国
庫
補
助
金
を
主
と
す

る
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
で

す
。
次
が
事
業
か
ら
受
け
入
れ

る
金
額
で
、
組
合
の
事
業
運
営

基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
重
要

な
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
支
出
で
は
、
役
職
員
の
人
件

費
・
旅
費
の
次
に
業
務
費
が
大

き
く
、
こ
こ
に
は
会
議
費
や
共

済
委
員
等
報
酬
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
損
害
防
止

事
業
に
要
す
る
費
用
に
は
、
獣

害
等
対
策
費
の
一
部
助
成
や
、

家
畜
共
済
の
疾
病
予
防
事
業
費

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

任 期
平 成 2 6 年７月  １ 日

平 成 2 9 年 6 月3 0 日

2014／夏　創刊号05 04

平成26年度
業務収支予算

総
額
20
億
1
9
5
2
万
円

《 引受規模と共済金額 》
引受目標総共済金額 １兆5,443億円

面　　積
共済金額

頭　　数
共済金額

面　　積
共済金額

面　　積
共済金額

棟　　数
共済金額

棟　　数
共済金額

台　　数
共済金額

2,488,608ａ
167億8,539万円農 作 物 共 済

82,248頭
51億8,194万円家 畜 共 済

48,142ａ
15億3,227万円果 樹 共 済

29,608ａ
7,181万円畑 作 物 共 済

5,163棟
15億63万円園芸施設共済
132,190棟

１兆5,000億円建 物 共 済
11,168台

192億9,628万円農 機 具 共 済

平成26年度
事業計画

役職員の人件費・旅費
事務費
業務費
事業推進や広報活動の費用
事務所等の維持費用など
損害評価に要する費用
損害防止事業に要する費用
税金などの諸税負担
各種引当金繰入
その他
　　　　　　  合　　　計

14億2,723
5,176

1億2,381
1億2,293
1億1,866

2,928
5,258
1,902
1,643
5,782

20億1,952

業務支出 単位（万円）
前年度からの繰越金

国などからの補助金

組合員から納められる賦課金

損害防止事業で農家から受入れる金額

預金の利息

事業から受入れる金額

各種引当金戻入

事務機器運用等のための積立からの戻入

その他

　　　　　　  合　　　計

826

9億3,956

8,171

1,413

7,215

7億4,827

5,918

1,924

7,702

20億1,952

業務収入 単位（万円）
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総
代
紹
介

組
合
員
の
代
表
１
５
３
名
が
決
定

総
代
と
は
組
合
員
の
代
表
と
し
て
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る

総
代
会
で
、事
業
計
画
や
予
算
な
ど
組
合
運
営
の
方
向
を
決
め
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。任
期
は
３
年
で
す
。

広
島
市

　中
区

　南
区

　西
区

　東
区

　安
芸
区

安
芸
郡

　府
中
町

　海
田
町

　熊
野
町

　坂
町

広
島
市

　安
佐
南
区

　安
佐
北
区 

椿
原 

俊
憲

山
根 

進

柚
木 

寛
機

中
須 

岩
登 

三
原
市

　三
原
地
区

　本
郷
地
区 

三
原
市

　久
井
町

　大
和
町

尾
道
市

勢
登 

光
磨

福
田 

正
行

山
本 

重
美

柄
﨑 

亘

福
山
市

（
内
海
町・沼
隈

町・神
辺
町・新

市
町
除
く
）

喜
多
村 

眞
次

藤
井 

琢
磨

今
井 

康
司

藤
井 

隆

小
川 

和
良

小
野 

乃
史

大
元 

教
義

西
村 

敏
正

三
次
市

（
吉
舎
町・三
良

坂
町・三
和
町・

甲
奴
町
除
く
）

森
田 

健
二

滑 

利
成

福
吉 

俊
朗

東
山 

弘
三

宮
本 

勝
三

橋
本 

正
二

梅
木 

浩
行

杉
本 

剛

藤
原 

斌
夫

庄
原
市

　西
城
町

　東
城
町

　口
和
町

　高
野
町

　比
和
町

伊
藤 

賀
純

細
川 

福
夫

名
越 

峯
壽

住
田 

博
幸

松
岡 

覚
身

平
田 

晴
美

藤
原 

祐
博

岡
原 

恭
昭 

湧
本 
信
治

加
藤 

光
則

伊
藤 

榮

花
神 

禎
男

平
田 

好
正

大
江 

久
都

信
清 

和
雄

槇
原 

靖
弘

市
川 

俊
治

大
沢 

忠
夫

妹
尾 

實

三
次
市

　吉
舎
町

　三
良
坂
町

　三
和
町

　甲
奴
町

庄
原
市

（
西
城
町・東
城

町・口
和
町・高

野
町・比
和
町

除
く
）

矢
谷 

義
哉

小
田 

正
則

平
尾 

虎
雄

神
石
郡
神
石
高

原
町石

井 

義
美

三
原 

徳
文

古
森 

祐
治

福
田 

哲
治

三
原 

正
義

立
原 

忠
義

田
淵 

佳
孝

福
山
市

　内
海
町

　沼
隈
町

　神
辺
町

　新
市
町

渡
壁 

則
人

原
田 

進

金
島 

正
宜

松
本 

輝
昭

竹
本 

寿
彦

岡
場 

弘
雄

小
倉 

十
四
年

行
迫 

政
明

倉
橋 

守

内
海 

三
眞

髙
橋 

泰
登

河
上 

繁

府
中
市 

粟
根 

耕
作

池
田 

靜
雄

岡
本 

隆

森
下 

靜
夫

世
羅
郡
世
羅
町 

有
末 

文
雄

正
地 

智
昭

山
根 

壽
雄

矢
山 

信
男

松
村 

昭
治

近
藤 

政
人

金
尾 

元
治

重
丸 

孝
礼

宮
本 

和
義

広
田 

稔

田
中 

勝
己

引
地 

義
範

山
田 

義
春

竹
井 

盛
之

壹
栁 

昌

谷
川 

君
忠

佐
々
木 

博
信

住
田 

幸
治

広
島
市

　佐
伯
区

大
竹
市

廿
日
市
市 

児
玉 

ミ
チ
子

木
村 

正
典

上
岡 

正
和

広
兼 

勝
清

中
山 

誠
治

國
廣 

義
之

斉
藤 

真
治

植
本 

洋
光

安
芸
高
田
市

森
井 

篤
義

岡
本 

郁
雄

守
山 

光
晴

佐
々
木 

克
義 

栗
田 

正
志

湯
浅 

文
夫

山
岡 

誠
治

川
上 
了
弘

小
玉 
義
博

明
木 

一
悦

市
川 

一
彦

山
県
郡

　安
芸
太
田
町

　北
広
島
町

東
広
島
市

　西
条
地
区

　八
本
松
地
区

斉
藤 

義
昭

小
笠
原 

元
治 

栗
栖 

智
典

角
甲 

正
行

郷
田 

信
夫

佐
々
木 

正
伸

金
子 

峯
雄

田
坂 

政
博

岩
﨑 

正
司

仲
本 

勇

平
岡 
正
典

表
崎 
和
則

下
杉 
孝

西
森 

務

舛
長 

一
一 

河
野 

好
一

清
水 

哲
治

竹
下 

年
春

東
広
島
市

　福
富
町

　豊
栄
町

　河
内
地
区

　黒
瀬
地
区

竹
原
市

東
広
島
市

　安
芸
津
町

豊
田
郡

　大
崎
上
島
町

呉
市（
音
戸
町・

倉
橋
町
除
く
）

門
山 

幸
人

住
田 

奇
三

爲
成 

五
月
男

茶
木 

冨
夫

平
義 

清
之

大
下 

法
甫

森 

茂
樹

西
野 

勇
一

祐
本 

征
武

垣
内 

幸
雄

川
﨑 

晟
司

池
田 

勝
憲

上
田 

節
臣

金
原 

茂
之

椋
開
地 

省
二 

江
田
島
市

呉
市　音

戸
町

　倉
橋
町

小
跡 

孝
廣

木
村 

博

倉
田 

健
治

加
川 

節
夫

東
広
島
市

　志
和
地
区

　高
屋
地
区

井
上 

修
司

苅
山 

文
明

古
土
井 

悠

向
原 

寛
二

平
田 

誠

田
坂 

英
人

森
田 

利
博

有
馬 

孝
蔵

藤
田 

日
吉

広
島
支
所

北
広
島
支
所

東
広
島
支
所

世
羅
支
所

福
山
支
所

三
次
支
所

　
旧
組
合
で
は
、
多
く
の
総
代
の
皆
さ
ま
に
組
合
運
営
へ
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
新
組
合
の
設
立
に
伴
い
、
県
内
全
域
か
ら
新
た
に
１
５
３

名
の
総
代
が
、
次
の
と
お
り
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

※
定
款
で
定
め
た
選
挙
区
の
地
区
名
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。



参
事 

安
井 

尚
史

《
監
査
室
》

室
長 

前
田 

智
子

　
　 

矢
野 

博
登

　
　 

石
田 

大
介

《
総
務
部
》

部
長 

藤
原 

信
彦

■
総
務
課

課
長 
西
村 

義
則

　
　 
末
田 

紘
二

　
　 
廣
山 
聖
志

　
　 

岡
本 
大
祐

　
　 

倉
増 
浩
治

　
　 

西
村 

崇

　
　 

山
﨑 

奈
緒

■
経
理
課

課
長 

児
玉 

正
昭

　
　 

有
木 

透

　
　 

岡
田 

文
香

　
　 

内
藤 

雅
史

　
　 

下
奥 

有
華

■
企
画
情
報
課

課
長 

狭
間 

法
好

　
　 

西
部 

吉
次

　
　 

石
丸 

貞
之

　
　 

田
中 

克
枝

　
　 

髙
畑 

武
生

　
　 

上
田 

勇
希

　
　 

喜
藤 

陽
香

《
事
業
部
》

部
長 

沖
田 

康
照

■
農
産
課

課
長 

湯
浅 

豪

　
　 

木
村 

裕
俊

　
　 

岩
見 

宏
伸

　
　 

高
橋 

諭
史

　
　 

安
田 

沙
織

■
果
樹
園
芸
課

課
長 

西
川 

光
昭

　
　 

岡
野 

点

　
　 

山
口 

貴
雅

　
　 

狭
間 

貴
宏

　
　 
松
本 

一
樹

■
任
意
課

課
長 

白
石 
政
美

　
　 

石
井 

優
二

　
　 

白
石 

美
智
香

　
　 

大
下 

尚
紀

　
　 

宇
佐
美 

崇

《
家
畜
部
》

部
長 

大
田 

哲
夫

■
家
畜
課

課
長 

大
川 

雄
三

　
　 

三
浦 

眞
治

　
　 

竹
内 

貴
法

　
　 

井
原 

眞
悟

　
　 

佐
々
木 

宏
実

■
家
畜
臨
床
研
修
所
・

東
広
島
家
畜
診
療
所

所
長 

秋
田 

真
司

　
　 

前
田 

陽
平

　
　 

玉
川 

朋
治

　
　 

檜
垣 

恒
夫（
東
広
島

　
　 

家
畜
診
療
所
）

■
北
広
島
家
畜
診
療
所

所
長 

中
谷 

啓
二

　
　 

国
重 

俊
治

　
　 

篠
塚 

康
典

　
　 

酒
井 

亮

　
　 

江
口 

佳
菜

　
　 

伊
達 

麻
衣
子

　
　 

木
下 

啓
三

●
廿
日
市
分
室

　
　 
石
橋 

一
郎

支
所
長

　
　 

吉
岡 

道
宏

　
　 （
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

元
村 

弘

　
　 

大
下 

育
栄

　
　 

横
関 

麻
衣

■
事
業
課

課
長 

宮
本 

隆
生

　
　 

小
川 

隆
宏

　
　 

重
村 

高
徳

　
　 

酒
井 

政
博

　
　 

尺
田 

耕
平

　
　 

坂
下 

順
一

　
　 

井
手 

基
文

■
廿
日
市
出
張
所

出
張
所
長

　
　 

升
田 

雅
弘

　
　 

教
蓮 

嘉
昭

　
　 

桝
本 

さ
お
り

　
　 

藤
澤 

宏
行

　
　 

矢
野 

健
太   

　
平
成
26
年
４
月
１
日
、
県
内
４
組
合
が
合
併
し
、
広
島
県
全
域
を
区
域
と
す
る
広
島
県
農
業
共
済
組
合

が
誕
生
し
ま
し
た
。
（
全
職
員
2
0
8
名
）

　
こ
れ
か
ら
も
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
け
る
よ
う
、
一
層
の
農
家

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

広島支所

世羅支所

福山支所

三次支所

本　所

家
畜
診
療
所
等

北広島
支所

東広島
支所

支
所
長

　
　 

稲
場 

信
昭

　
　 （
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

重
光 

俊
幸

　
　 

光
永 

真
史

　
　

■
事
業
課

課
長 

大
島 

泰
山

　
　 

宮
田 

俊
昭

　
　 

地
京 

弘
敏

　
　 

唐
原 

圭
三

　
　 

加
藤 

広
彰

　
　 

近
藤 

宏
顕

　
　 

真
田 

朋
典

　
　 

佐
々
木 

隆
彦

　
　 

石
川 

佐
智
子

　
　 

和
田 

継
信

　
　 

江
崎 

譲

■
安
芸
津
出
張
所

出
張
所
長

　
　 

松
村 

知
彦

　
　 

神
崎 

康

　
　 

木
光 

崇
雄

　
　 

黒
杭 

洋
造

　
　 

奥
田 

誠

　
　 

出
来
田 

昭
之

　
　 

東 

美
恵
子

■
江
田
島
連
絡
所

　
　 

久
保 

隆
裕

　
　 

今
岡 

昌
士

　
　 

三
王 

健
文

支
所
長

　
　 

永
井 

克
典

　
　 （
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

石
井 

勇

　
　 

島
田 

姫
里

　
　 

小
林 

瑞
穂

■
第
１
事
業
課

課
長 

酒
井 

邦
男

　
　 

藤
原 

正
勝

　
　 

川
邉 

龍
蔵

　
　 

森
藤 

ひ
と
み

　
　 

盛
定 

義
統

　
　 

角
谷 

修
司

　
　 

小
川 

尚
哉

　
　 

廣
田 

倫
孝

　
　 

田
中 

千
絵

　
　 

谷
口 

知
明

■
第
２
事
業
課

課
長 

上
中 

敏
和

　
　 

山
田 

正
典

　
　 

立
石 

祥
三

　
　 

新
矢 

睦
巳

　
　 

和
田 

勝

　
　 

増
田 

真
理
子

　
　 

国
実 

哲
弘    

　
　 

中
谷 

綾
子

　
　 

片
岡 

高
志

支
所
長

　
　 

三
好 

富
生

　
　 （
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

小
林 

公
美
子

　
　 

横
山 

久
泰

■
事
業
課

課
長 

金
清 

繁
昭

　
　 

宗
行 

寛
明

　
　 

竹
田 

靖

　
　 

尾
越 

徳
昭

　
　 

鹿
田 

順
一
郎

　
　 

中
尾 

潤
子

　
　 

林
内 

宏
之    

　
　 

竹
本 

真
由
美

　
　 

榊 

花
織

■
神
石
高
原
連
絡
所

　
　 

江
村 

和
昭

　
　 

矢
吹 

良
枝

　
　 

中
光 

智
子

支
所
長

　
　 

今
中 

政
喜

　
　 （
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

伊
達 

一
則

　
　 

池
田 

和
夫

　
　 

伊
藤 

順
子

■
第
１
事
業
課

課
長 

中
森 

司

　
　 

永
宗 

節
子

　
　 

清
水 

芳
樹

　
　 

吉
森 

勝
文

　
　 

若
鳥 

圭
介

　
　 

小
田 

純
之

　
　 

冨
原 

直
栄    

　
　 

近
藤 

真
弓

　
　 

中
村 

道
明

　
　 

山
中 

崇

　
　 

池
田 

智
也

　
　 

加
藤 

慎
矢

■
第
２
事
業
課

課
長 

三
宅 

達
成    

　
　 

西
川 

正
文

　
　 

黒
田 

正
彦

　
　 

宍
戸 

弘

　
　 

田
口 

玲
子

　
　 

小
松
原 

康
弘

　
　 

永
谷 

仁
和

　
　 

佐
々
木 

一
浩

　
　 

阿
賀 

孝
則

　
　 

谷
藤 

左
千
子

　
　 

横
川 

勝
俊

　
　 

成
相 

真
宏

　
　 

片
山 

元
喜

　
　 

石
原 

達
也

支
所
長

　
　 

伊
藤 

立
真

　
　 （
管
理
課
長
兼
務
）

■
管
理
課

　
　 

田
辺 

栄

　
　 

前
山 

有
紀

■
第
１
事
業
課

課
長 

高
野 

良
治

　
　 

松
浦 

宏
明

　
　 

森
田 

泰
之

　
　 

近
藤 

真
一

　
　 

谷
川 

秀
樹

　
　 

谷
本 

義
樹

■
第
２
事
業
課

課
長 

吉
崎 

浩
司

　
　 

川
上 

雅
則

　
　 

槇
本 

慎
太
郎

　
　 

茶
堂 

達

　
　 

山
形 

直
之

　
　 

土
井 

雅
史

　
　 

石
橋 

朝
子

■
安
芸
高
田
連
絡
所

　
　 

今
田 

信
男

　
　 

山
本 

直
子

　
　 

京
極 

真
一
郎

　
　 

立
川 

就
彦

　
　 

前
山 

岳
彦

組合員

総代会

理事会

本　所

損害評価会

廿
日
市
分
室

監事会

《機構図》
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本所
支所
出張所
連絡所
家畜診療所等

呉市
下蒲刈町・蒲刈町

豊浜町・豊町

呉市
音戸町・倉橋町

呉市
川尻町・安浦町

東広島市
安芸津町

大崎上島町
尾道市

尾道市

尾道市 福山市

府中市

世羅町

神石高原町

庄原市

三次市

安芸高田市北広島町

安芸太田町 世羅支所

神石高原連絡所三次支所

北広島支所
北広島家畜診療所

本所・広島支所

廿日市出張所
北広島家畜診療所
廿日市分室

江田島連絡所

三原市

三原市
東広島市

竹原市

広島市

江田島市

府中町
海田町

熊野町

呉市

坂町

広島市
佐伯区

廿日市市

大竹市

安芸高田連絡所

福山支所
府中家畜診療所
福山分室東広島支所

家畜臨床研修所
東広島家畜診療所

三次家畜診療所

安芸津出張所

　
　 

大
下 

克
史

　
　 

黒
瀬 

智
泰

■
府
中
家
畜
診
療
所

所
長 

伊
藤 

忠
則    

　
　 

市
場 

聖
治

　
　 

坂
本 

真
由
美

　
　 

金
子 

宗
平

　
　 

堀 

香
織

　
　 

鈴
木 

直
樹

　
　 

片
山 

孝

●
福
山
分
室

　
　 

竹
内 

泰
造

　
　 

森
本 

優

■
庄
原
家
畜
診
療
所

所
長 

河
野 

俊
朗

　
　 

石
川 

生
夫

　
　 

伊
集
院 

潔

　
　 

岡
本 

誠

　
　 

原
口 

麻
子

　
　 

平
田 

晴
美

■
三
次
家
畜
診
療
所

所
長 

神
岡 

康
博

　
　 

片
山 

征
洋

　
　 

山
形 

光
正

　
　 

酒
田 

実
和

東
広
島
家
畜
診
療
所

家
畜
臨
床
研
修
所

三

次

支

所

福

山

支

所

世

羅

支

所

東
広
島
支
所

北
広
島
支
所

広

島

支

所

北
広
島
家
畜
診
療
所

府
中
家
畜
診
療
所

庄
原
家
畜
診
療
所

三
次
家
畜
診
療
所

福
山
分
室

廿
日
市
出
張
所

安
芸
高
田
連
絡
所

安
芸
津
出
張
所

江
田
島
連
絡
所

神
石
高
原
連
絡
所

府中家畜診療所

庄原家畜診療所

職
員
紹
介

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す



獣
害
対
策
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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N
O
S
A
I
事
業
の
お
知
ら
せ

水
稲
損
害
評
価
が

始
ま
り
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
先
は

最
終
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農
作
物
共
済

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
水
稲
の
収
穫

期
に
合
わ
せ
て
損
害
評
価
を
行
い
ま
す
。

　
水
田
の
見
回
り
を
し
て
、
風
水
害
・
干

害
・
冷
害
な
ど
気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災

害
、
火
災
・
病
虫
害
お
よ
び
鳥
獣
害
な
ど

に
よ
り
、
規
定
の
減
収
（
一
筆
７
割
補
償

を
選
択
の
場
合
は
平
年
収
量
の
３
割
を
超

え
る
減
収
）
が
見
込
ま
れ
る
耕
地
に
つ
い

て
被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
刈
取
り
後
の
損
害
評
価
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
刈
取
り
前
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
損
害
評
価
の
日
程
や
申
告
の
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
別
途
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
各
支

所
か
ら
ご
案
内
し
ま
す
。

家
畜
の
異
動
連
絡
は

至
急
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

家
畜
共
済

削
蹄
助
成
金
交
付
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
家
畜
共
済
一

般
損
害
防
止
事
業
の
一
環
と
し
て
、
削
蹄

を
実
施
し
た
家
畜
共
済
加
入
組
合
員
を
対

象
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
削
蹄
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

27
年
２
月
28
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
削
蹄

※
平
成
27
年
３
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま

で
に
実
施
さ
れ
た
削
蹄
に
つ
い
て
は
、

翌
年
度
申
請
と
な
る
予
定
で
す
。

【
交
付
対
象
頭
数
】

新
規
加
入
者
…
 加

入
時
の
引
受
頭
数
（
胎
 

 

児
は
除
く
）
が
限
度

継
続
加
入
者
…
 前

年
度
継
続
加
入
時
の
引
 

 

受
頭
数（
胎
児
は
除
く
）
が
 

 

限
度

【
助
成
金
】
１
頭
当
た
り
５
０
０
円

（
一
組
合
員
20
万
円
が
限
度
）

※
申
請
に
は
、
削
蹄
実
施
証
明
も
し
く
は
削

蹄
経
費
支
払
領
収
書
の
添
付
も
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
各

支
所
等
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
畜
共
済
加
入
家
畜
の
事
故
に
対
す
る
共

済
金
の
支
払
い
を
適
正
に
行
う
た
め
、
家
畜

の
導
入
や
譲
渡
、
子
牛
の
出
生
な
ど
の
異
動

が
生
じ
た
と
き
に
は
、
直
ち
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

広
島
各
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
異
動
の
通
知
が
遅
れ
た
場
合
や
、
通
知

が
な
い
場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
も
、
異
動
の

あ
っ
た
牛
お
よ
び
死
亡
牛
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
水
稲

共
済
掛
金
の
納
入
期
限
は
７
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
積
み
立
て
ら
れ
た
水
稲
共
済
掛

金
は
、
災
害
発
生
時
に
支
払
わ
れ

る
共
済
金
の
ほ
か
、
無
事
戻
金
や

損
害
防
止
対
策
に
係
る
費
用
の
一

部
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

設置されたのり網

台
風
へ
の
備
え
は

万
全
で
す
か
？

園
芸
施
設
共
済

　
こ
れ
か
ら
、
台
風
の
接
近
・
襲
来
が
心

配
さ
れ
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

　
ビ
ニ
ー
ル
の
破
れ
が
な
い
か
、
筋
交
い

が
固
定
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
の
点
検
・
整

備
や
、
ハ
ウ
ス
周
辺
の
片
付
け
な
ど
の
事

前
対
策
を
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
ウ
ス
の
被
害
に
備
え
て
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
の
園
芸
施
設
共
済
へ
の
ご
加
入
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

※
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
て
い
る
地
域
が
台
風

進
路
の
予
報
円
内
に
入
っ
た
時
点
で
、

新
規
の
加
入
申
込
み
は
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

建
物
共
済

　
事
故
が
発
生
し
た
と
き
、
ご

加
入
者
か
ら
の
連
絡
が
遅
れ
る

と
損
害
の
認
定
に
時
間
を
要

し
、
共
済
金
を
早
期
に
お
支
払

い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、

お
支
払
い
が
で
き
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
事
故
が
発
生
し
た
ら
、
速
や

か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
各
支
所

等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】平
成
27
年
２
月
28
日

【
申
請
期
限
】平
成
26
年
10
月
31
日

の
り
網
を
斡
旋

し
て
い
ま
す

獣
害
防
止
施
設
の

購
入
費
用
を
一部
助
成

落
雷
事
故
へ
の
備
え
は

建
物
共
済
で

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
雷
に
よ
る
被
害
が

増
加
し
ま
す
。
特
に
多
い
の
が
テ
レ
ビ
・

パ
ソ
コ
ン
・
電
話
機
等
の
家
電
製
品
へ
の

被
害
で
す
。
こ
れ
ら
の
家
電
製
品
の
補
償

に
は
、
「
家
具
類
」
へ
の
ご
加
入
が
必
要

で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
皆
さ
ま
の
ご

要
望
に
応
じ
た
加
入
の
ご
提
案
を
い
た
し

ま
す
。
現
在
の
補
償
を
見
直
し
て
、
落
雷

事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

事故発生通知はお早めに

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
加
入
耕
地

へ
の
獣
害
防
止
対
策
と
し
て
、
対
象
施

設
を
新
た
に
購
入
、
設
置
さ
れ
た
方
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
購
入
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済

へ
加
入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
ま
た
は
組

合
員
で
構
成
さ
れ
た
集
団
等

【
対
象
施
設
】
①
捕
獲
柵
・
箱
わ
な

②
電
気
柵
・
ト
タ
ン
・
金
網
・
ネ
ッ
ト

【
交
付
額
】
①
に
つ
い
て
は
資
材
費
の

20
％
以
内
（
３
万
円
が
限
度
）

②
に
つ
い
て
は
２
万
円
以
上
で
購
入
さ

れ
た
資
材
に
対
し
、
資
材
費
の
20
％
以

内
（
３
万
円
が
限
度
。
た
だ
し
、
４
㌶

以
上
加
入
の
組
合
員
等
に
対
し
て
は
10

万
円
が
限
度
）              

※
詳
し
い
申
請
方
法
な
ど
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

各
支
所
等
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
示
し
て

い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
の
り
網

（
中
古
）
の
斡
旋
を
行
っ
て
い
ま

す
。
鳥
獣
の
侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

広
島
各
支
所
等
で
ご
購
入
い
た
だ
け

ま
す
。

【
規
格
】
縦 

約
1.5
㍍
　
横 

約
18
㍍

【
価
格
】
１
枚
　
６
０
０
円

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
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共
済
掛
金
等
の
納
入
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
事
業
の
適
正
な
引
受
処
理
を
行
う
た

め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
、
共
済
掛
金

等
を
口
座
振
替
で
納
入
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
届
け
い
た
だ
け
る
口
座
は
、
Ｊ
Ａ
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
そ
の
他
の
銀
行
等
で

す
。
届
出
書
類
の
ご
提
出
後
、
登
録
ま

で
に
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
お
手
続
き
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
各
支

所
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
共
済
掛
金
等
を
現
金
ま
た
は
振
込
み

で
納
入
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
文
書

等
で
ご
契
約
内
容
の
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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